
   

  

 

 

 

 

 

   「それぞれの視点から『支える』」 

 

相模原市立青少年相談センター 所長 加藤 政義 
 

 

 

 コロナ禍で不登校が増加した、と言われて

います。しかし全国の不登校児童生徒数の推

移をみると、平成 28 年度には中学生が平成

21 年度以来再び 100,000 人を超え、小学生

も初めて 30,000人を超えました。それ以降、

小中学生ともに毎年度 5,000～10,000 人以

上のペースで増え続けており、コロナ禍が拍

車をかけたとはいえ、それ以前より不登校の

増加は始まっていたと言ってもいいと思い

ます。 

「不登校児童生徒への支援の在り方につ

いて（通知）」（文部科学省 令和元年 10

月 25 日）では、支援の視点として『「学校

に登校する」という結果のみを目標とするの

ではなく』と述べられています。社会的自立

を目指す道は一通りではないという考えが

示されたことは「長期支援」の視点で見ると、

心理的な面だけでなく、多様な学びの場の確

保の重要性を社会が認識したという点にお

いても、長期の不登校に悩むご家庭にとって

大きな支えになるものです。 

だからといって学校教育が先に述べたよ

うな不登校の増加に甘んじているわけでは

なく、同通知には同時に「学校等の取組の充

実」として「児童生徒が不登校になってから 

 の事後的な取組に先立ち、児童生徒が不登校

にならない、魅力ある学校づくりを目指すこ

とが重要」とも記してあり「長期支援」と同

様に「未然防止」「早期対応」の重要性が示

されています。 

登校から下校まで、子どもたちは大半の時

間を「皆と、授業で学んで」います。不登校

の最大の未然防止は「学校に居場所・授業に

魅力」であり、「教育」の現場は、その実現

のために努力を続けています。 

青少年相談センターでは本年度、青少年教

育カウンセラーを 10名増員し 79名に、スク

ールソーシャルワーカーを 5名増員し 12名

にしました。これは相談内容の複雑化・多様

化や、児童生徒をとりまく環境の複雑化に対

応するだけでなく、学校へコンサルテーショ

ンする力を高め「心理」「福祉」の視点から

教育現場を支援し、不登校・登校渋りに対す

る未然防止・早期対応を実行するためでもあ

ります。 

「教育」「心理」「福祉」がそれぞれの視

点から多面的・多角的に子どもたちを見つ

め、ご家庭とつながり、子どもたちを支えて

いくことで「未然防止」「早期対応」「長期

支援」を実現していけたらと思います。 
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特集記事：「つながる～青少年教育カウンセラー」 



 

たとえば…  

 休み時間は主に子どもの相談を受けています。相談が入っていない休み

時間は相談室を開放し、子どもたちが自由に来て過ごします。 

 おしゃべりや遊びの中から子どもの悩みや友だち関係の課題が垣間見える

ことがあります。 

 

授業時には、子どもが学習に向かう様子や周りの友達との 

関係性などを観察します。例えば、授業に参加しない 

ことを「怠け」と捉えるか、「学習につまずいて 

いる」と捉えるかでは、子どもへの見方や 

支援が大きく異なります。授業観察で 

気がついた点は、そのつどカウンセラー 

から先生に報告しています。 

 

子どもとつながる 

 相談や授業観察を通して子どもと直接つながります 

 福祉の視点から 
SSW とつながります 

 家庭の環境調整も必要という場合には、福祉の専門的視

点から SSW（スクールソーシャルワーカー）も共にかかわって

支援します。指導主事や社会福祉主事も加わりながら、「教

育」「心理」「福祉」の３つの視点で多面的・多角的に支援の

方法を話し合い、具体的な手立てを検討します。 

スクール 

ソーシャルワーカー
とつながる 

 通室生について、教室の先生や

スタッフと定期的に情報共有をしま

す。また、教室付きのカウンセラーと

学校担当のカウンセラー同士での

情報共有も行っています。 

相談指導教室と 

支援教育 
コーディネーターと 

これからもつながり

を大切にして子ど

もたちを支えてい

きます！ 

 カウンセラーは、子どもの課題の背景に何があるのかについて情報を収集し、具体的な支援につ

なげるために心理の視点から見立てを行います。 

 コンサルテーションの場では、個別の相談、授業観察、ふれあいを通して、得られたアセスメントを

先生にお伝えします。そして、それぞれの視点から話し合いを重ね、具体的な支援方法を検討し 

ていきます。また、必要に応じて校内支援検討会議等に参加して助言をします。 

 コンサルテーションで学校・先生とつながります 

学校・先生とつながる 

 青少年相談センターでは、青少年教育カウンセラーが７９名勤務しています。 

 青少年教育カウンセラー（以下カウンセラー）は、学校出張相談日に学校へ伺い、心理職としての専

門性を発揮し、先生方とともに子どもたちの成長を支えています。 

 今回は、様々なかたちで「つながる」様子に着目しながら、カウンセラーの支援のあり方をご紹介します。 

 

保護者と 

 相談室で、子どもや保護者

からの相談を受けています。

(直通電話での相談も行って

います。）今、どんなことに困っ

ていて、どうしたいと思っている

のか、気持ちを聴きながら、一

緒に問題を整理していきます。 

 

 支援教育コーディネーターの

先生とは、学校出張相談日に

時間を取って定期的に情報交

換をします。 

また、「チーム学校」を目指し

てどのように校内支援体制を整

えていくべきかの相談を受けるな

ど、支援の窓口であるコーディネ

ーターの先生を支えるような場

面もあります。 

 

 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「「不不登登校校をを考考ええるるつつどどいい」」「「チチャャレレンンジジ!!若若ああゆゆ」」報報告告 

家庭訪問の際、天気がよければ屋外でお子さんとお話

することもあります。 

先日の公園での面談には、見知らぬ小さな男の子が飛

び入り参加してきました。走ってきて「あげる！」とちぎった

草を私たちに押し付けていったのです。人との関わりがま

だ苦手なお子さんは驚き、とまどった様子を見せました。し

かし風が吹いてきて草が飛ばされてしまった時、お子さん

は迷わず追いかけ、草をつかまえようとしました。その姿か

らは男の子の気持ちを彼女なりに受け止めたことがうか

がえて、とても温かい気持ちになりました。また、小さな子

も支援者になりうる、草や風などの自然も社会資源になり

うる、役に立たないものなど何もないということを学ばされ

ました。今後もその日の発見を忘れずに、支援にあたって

いきたいです。 

（スクールソーシャルワーカー） 

小学校の相談室では、休み時間に相談室に訪れる小さな

相談者たちがいる。訪れる理由は様々である。①「まじでムカ

つくんだけど！」と親や大人、社会のルールや常識に葛藤を抱

き、とにかく気持ちを吐き出したい子。②「この遊び一緒にやろ

うよ！」とカウンセラーとのコミュニケーションを楽しみにして、

遊びに熱中する子。③「（ソファで一息ついて）これこれ、ここ

が落ち着くんだ～」と集団生活に疲れ、ゆったりした静かな空

間に気持ちを落ち着かせたい子。 

週に 1回たった 15分しかない休み時間。相談室は日常を

支える一つの居場所としてそこに在る。小さな相談者は「話せ

てすっきりした！」「また来週くるね！」と笑顔で教室に戻ってい

く。私は、この時間を大切にしてあげたいと思いながら、今日も

相談室で待っている。 

 

（青少年教育カウンセラー） 

「「ほほっっととひひととここまま」」  
青少年教育カウンセラーとスクール

ソーシャルワーカーが、日々の心温ま

るひと時について教えてくれました。 その７５ 

E メール相談 
（２４時間受付） 

 

５月１４日、青少年相談センターにて第１回「不登校を考えるつどい」を開催しました。 

「不登校についての理解」というテーマで、講話やグループ別の話し合いを行いました。参加された方からは「同じように過ごして

いる人と情報共有できて、気持ちが少し軽くなった」等の感想が寄せられました。また、６月２５日、７月２日、８月４日には、「さまざ

まな進路選択や学びの場」をテーマに、第２回を３区それぞれで開催しました。市内フリースクールの職員の方からも情報提供をい

ただき、「居場所づくり」についても話し合うことができました。今年度も複数回参加する方がいらしたことから、懇談の場を求めて

いらっしゃるということを改めて実感しています。今後も参加された方々の心が少しでも軽くなるような「つどい」にしていきたいと思

います。多くの方々の参加をお待ちしています。 

感染症対策を徹底しながら、今年度も、不登校や登校 

しぶりのある児童生徒とその保護者を対象としている 

「チャレンジ！若あゆ」を実施することができました。様々な体験や制作を通して、周囲の仲間とコミュ 

ニケーションを図り、達成感を味わえる活動として、子どもたちがとても楽しみにしている取り組みです。 

１回目の７月９日には、小枝と木の実のクラフト、花や玉ねぎの皮を用いた自然の染め物を行い、汗をかきながら材料を拾ってきた

り、協力して火をおこしたり、自分なりにデザインを工夫したりして楽しみました。また、体験活動の時間だけでなく、ちょっとした移

動時間や休み時間でのふれあいの場でも、笑顔がたくさんみられました。第２回は１１月５日を予定しています。「いつもの生活から

少し離れて、体験やふれあい活動にチャレンジしてみようかな」という子どもたちとの出会いを楽しみにしています。 


